
1883

（明治16）

1884

（〃17）

1885

（〃18）

1886

（〃19）

1887

（〃20）

1888

（〃21）

1889

（〃22）

1890

（〃23）

1891

（〃24）

2－13　多摩川に六郷橋架橋

5－1　共同運輸会社，横浜－神戸間に航路開設

6－　八王子に武相蚕糸改良協会設立

7－1　横浜生糸売込問屋，申合規則を制定

4－21　横浜市茶業組合を設立

9－30　地租条例取扱心得書を制定

9－　内国通運会社，東京・横浜から船便で各府

県庁所在地までの貨物輸送を開設

10－24　鎌倉・石井鉄之助，木綿紡績器械発明

10－31　会計年度改正（’86年度から実施）

12－　横浜石川口製鉄所，東京石川島に移転

1－6　同業組合準則を制定

4－9　小作慣行調査実施

9－29　日本郵船会社（三菱会社と共同運輸会社の

合併）設立（10－1　開業，’86－10　本店を東京から

横浜に移転，’89－4　本店を東京に復す）

2－　横浜に明治屋開業

3－　横浜蚕糸売込商組合設立

7－　横浜にジャパン＝ブルワリー会社設立

12－9　横浜株式取引所設立（10日立会開始）

12－28　地方税及び備荒儲蓄金徴収規則制定

この年，相模原に漸進社（共同生糸揚返所）創立

4－　浅野回漕部（東洋汽船の前身）設立

7－7　横浜正金銀行条例公布

7－11　官鉄，横浜－国府津間開通

10－27　豆相汽船会社，国府津－熱海間汽船開業

11－4　横須賀造船所で初の鋼鉄軍艦「葛城」竣工

5－3　甲相武3国の国境道路が開通

5－14　ジャパン＝ブルワリー，麒麟ビールを発売

10－1　小田原馬車鉄道，国府津－湯本間開業

2－1　官鉄，国府津－静岡間開通

6－16　横須賀線，大船－横須賀間全通

9－　横浜築港工事（大桟橋・防波堤の築造）着手

11－4　横浜共同電燈会社設立（’90－10－1　開業）

この年，山北・尺里山に温州蜜柑を栽培

6－9　秦野・石塚重太郎，煙草製造水車器械を発

明

6－　鈴木三郎助，葉山で本格的にヨード製造を

開始（味の素（株）の起源）

6－4　横浜船渠会社設立許可

3－　地租条例制定

この年松方デフレ政策

により農村の不況深刻

化，全国に負債返弁騒

擾起こる

12－　鎮守府条例制定

5－　日本銀行，兌換銀

行券を発行

12－　内閣制度発足

3－　所得税法公布

5－　私設鉄道条例公布

5－　漁業組合準則公布

4－　市制・町村制公布

2－　大日本帝国憲法公

布

3－　土地台帳規則公布

7－　東海道線全通

4－　商法公布

5－　府県制・郡制公布

8－　銀行条例公布

12－　電話開業
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1875

（明治8）

1876

（〃9）

1877

（〃10）

1878

（〃11）

1879

（〃12）

1880

（〃13）

1881

（〃14）

1882

（〃15）

会社を改組，横浜第二国立銀行設立　－地租改

正実施による地引絵図の作成各村で開始

8－　陸運元会社（’75－2　内国通運会社），神奈川
－小田原間に郵便物の馬車輸送を開始

12－14　横浜牧畜会社設立

2－3　三菱商会，横浜－上海間の航路を開設

3－5　横須賀造船所で建艦第1号「清輝」進水

10－5　神奈川－八王子駅間の新道工事落成

12－20　神奈川県に勧業課を設置

4－18　足柄県廃止，相模国7郡神奈川県に編入

5－25　小田原支庁設置（’78－11－30　廃止）

6－22　県庁に物産振興のため勧業掛を設置

8－　東海道郵便馬車開業

9－2　英国P＆O汽船，横浜－上海航路を開設

9－21　横浜生糸相場，開港以来の高値を記録
2－9　県養蚕試験場を小田原に設置

4－2　横須賀－横浜間往復便船開設

10－13　横浜生糸商，生糸商人申合規約を制定

7－30　横浜第七十四国立銀行開業

11－7　多摩郡を3郡に分割

3－7　横浜洋銀取引所設立（9－22　横浜取引所）
3－11　神奈川県会開会

7－　地方税則・営業税雑種税則施行

9－15　第1回製茶共進会を横浜で開催

11－1　第1回生糸繭共進会を横浜で開催

1－　横浜製鉄所，横浜石川口製鉄所と改称

2－6　仙石原に勧業試験牧場（のちの耕牧舎）開設
2－28　横浜正金銀行開業

4－13　横浜商法会議所設立（5－25　開所）

9－13　横浜取引所，株式取引所と改称

この年．生糸同伸会社設立（1909年解散）

3－29　武蔵・相模・上総・下総四か国浦方漁業

契約を締結

5－23　馬車取締規約を制定

6－16　漁業及採藻営業規則を制定

7－6　水車規則を制定

8－29　人力車並挽夫営業取締規則を制定

9－17　横浜連合生糸荷預所開業（’82－6　解散）

12－　神奈川魚市場開設

3－　横浜スカーフ染色工場「伊豆庄」開設

5－1　南多摩郡木曽・根岸村秣場騒擾起こる

9－　租税・賦金を国税・

府県税と改称

12－　海面官有宣言布告

7－　三井物産会社設立

8－　金禄公債証書発行

条例公布

1－　地租軽減

8－　第1回内国勧業博

覧会開催

5－　金銀複本位制

7－　三新法公布

11－　工場払下概則制定

11－　土地売買譲渡規則

制定

4－　大日本農会設立・

農商務省新設

11－　日本鉄道会社設立

12－　大日本水産会設立

6－　日本銀行条例制定

10－　紡績連合会設立
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年表
1　本年表は，1868－1918年までの事項を県
内と国内に区分して収めた。

2　収録事項の年月日は，西暦を基準とし，
1872（明治5）年までは陰暦によった。

西暦
（年号）

1868

（

慶応4
明治1

）

1869

（明治2）

1870

（〃3）

1871

（〃4）

1872

（〃5）

1873

（〃6）

1874

（〃7）

県内

3－19　横浜裁判所（4－20　神奈川裁判所）を設置

閏4－1　横浜裁判所，旧幕府の横須賀・横浜の両

製鉄所を接収

5－　横須賀製鉄所，最初の修船台を竣工

6－17　神奈川裁判所を神奈川府（9－21　県）と改称

12－6　金札を発行（’69－12－23廃止）

1－　横浜に丸屋商社（’94丸善（株）と改称）開業

2－　相模灘海岸村々，根拵網張立てを設置

2－　横浜為替会社設立

5－　成駒屋，横浜－東京間に乗合馬車を開業

10－4　横浜為替会社，金券を2種発行

11－3　横浜に鶴屋呉服店（現松屋百貨店）開業

1－　回漕会社，横浜－神戸間に定期航路を開設

4－1　横浜為替会社，洋銀券取扱規定を制定

7－　弘明商会，横浜－東京間に蒸汽船を就航

11－　人力車営業，川崎・神奈川で開始

2－8　横須賀製鉄所（4－9　横須賀造船所），第1期

工事竣工

9－　神奈川県に定額常備金設置

11－14　足柄県設置

3－　神奈川県，横浜市街地改革－地券制度実施

5－23　横須賀造船所で御召艦「蒼龍」進水

5－　横浜に横浜陸運会社設立

7－9　横浜市中から地券税，村方町地から沽券税

を徴収

9－12　横浜－新橋間に鉄道開業

9－　足柄県管下脇往還の陸運会社，足柄上郡矢

倉村など11か所に設立

2－　僕婢・馬車・人力車・駕籠・乗馬・遊船等

諸税規則を制定

6－1　横浜に生糸改会社開業

6－　横浜・堤磯右衛門，石鹸製造を開始

9－15　横浜－新橋間の鉄道，貨物輸送を開始

3－31　地租改正施行規則を告示，反別地価等書上

心得を制定

7－7　横浜・内田町海面埋立完成　－18　横浜為替

国内

1－3　戊辰戦争開始

5－　太政官札発行

9－8　年号を明治と改元

5－　戊辰戦争終結

6－　版籍奉還

7－　大蔵省設置

12－　電信創業

1－　蒸気郵船規則制定

4－　郵便創業

5－　新貨条例公布

7－　廃藩置県

9－　田畑勝手作許可

2－　土地売買の禁解除

6－　陸運元会社設立

7－　壬申地券交付

11－　国立銀行条例公布

11－　太陽暦を採用

6－　三菱商会設立

7－　地租改正条例布告

6－　北海道屯田兵制度

設置
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市町村名

茅ヶ崎市

逗子市

相模原市

三浦市

秦野市

厚木市

大和市

伊勢原市

海老名市

旧町
村数

23

8

18

23

32

41

7

35

17

旧郡名

高座

三浦

高座

三浦

足柄上

大住

大住

愛甲

高座

大住

高座

旧町村名

谷津　板橋　風祭　水野尾　入生田　後河原　

早川　石橋　米神　根府川　江ノ浦　山王原　

網一色　今井　中島　町田　池戸新田　荻窪　

池上　堤新田　井細田　久野　多古　穴部　

穴部新田　府川　北ノ久保　飯田岡　清水新田　

新屋　柳新田　小台　成田　堀之内　蓮正寺　

桑原　西大友　東大友　永塚　延清　千代　高田　

別堀　中里　下堀　矢作　飯泉　鴨宮　上新田　

中新田　下新田　酒匂　小八幡　国府津　前川　

羽根尾　中村原　小船　上町　沼代　小竹　

曽我谷津　曽我岸　曽我原　曽我別所　田嶋　

中曽根

小和田　菱沼　赤羽根　室田　茅ヶ崎　下町屋　

松尾　柳島　中島　萩園　浜之郷　矢畑　円蔵　

西久保　高田　甘沼　堤　香川　下寺尾　行谷　

芹沢　平太夫新田　今宿

小坪　桜山　沼間　逗子　山根　池子　久野谷　

柏原

新戸　磯部　上鶴間　鵜野森　淵野辺　上矢部　

上矢部新田　上相原　橋本　小山　上九沢　

下九沢　大島　上溝　下溝　当麻　田名　

清兵衛新田

城　本和田　和田赤羽根　和田竹之下　

入江新田　三戸　上宮田　下宮田　小網代　

諸磯　三崎　二町谷　中之町岡　東岡　原　宮川　

向ヶ崎　城ヶ島　松輪　毘沙門　金田　菊名　

高円坊

八沢　菖蒲　柳川　三廻部

上大槻　下大槻　南矢名　北矢名　落幡　曽屋　

蓑毛　小蓑毛　寺山　名古木　落合　東田原　

西田原　羽根　菩堤　横野　戸川　三屋　堀川　

堀斉藤　堀沼城　堀山下　千村　渋沢　平沢　

今泉　尾尻　大竹

上岡田　下岡田　酒井　下津古久　戸田　長沼　

上落合

愛甲　船子　恩名　厚木　戸室　温水　長谷　

岡津古久　小野　愛名　上古沢　下古沢　林　

妻田　及川　関口　上依智　中依智　下依智　

山際　金田　三田　上荻野　中荻野　下荻野　

飯山　猿ヶ島　棚沢　川入　七沢　

川入五ヶ村新田　山際村新田　原地新田　

尼寺原新田

上和田　下和田　福田　深見　上草柳　下草柳　

下鶴間

上糟屋　下糟屋　東富岡　西富岡　粟久保　

高森　石田　見附島　下落合　小稲葉　上谷　

下谷　沼目　上平間　下平間　伊勢原　田中　

大竹　板戸　馬渡　大句　善波　串橋　笠窪　

白根　神戸　栗原　坪之内　三之宮　上子安　
下子安　大山　日向　池端　坂本

本郷　上河内　中河内　杉窪　大谷　河原口　

国分　今里　上郷　中野　中新田　社家　

門沢橋　上今泉　下今泉　柏ヶ谷　望地

市町村名

座間市

南足柄市

綾瀬市

葉山町

寒川町

愛川町

清川村

大磯町

二宮町

中井町

大井町

松田町

山北町

開成町

箱根町

真鶴町

湯河原町

城山町

津久井町

相模湖町

藤野町

旧町
村数

5

26

8
6

11

8
2

11

5

16

10

10

14

8

12

2
7

5

13

5
8

旧郡名

高座

足柄上

高座

三浦

高座

愛甲

愛甲

淘綾

淘綾

大住

足柄上

足柄上

足柄上

足柄上

足柄上

足柄上

足柄下

足柄下

足柄下

津久井

津久井

津久井

津久井

旧町村名

座間宿　座間入谷　新田宿　四ッ谷　栗原

狩野　中沼　三竹山　沼田　岩原　塚原　

駒形新宿　和田河原　炭焼所　竹松　班目　

千津島　壗下　怒田　雨坪　飯沢　猿山　関本　

福泉　弘西寺　苅野岩　苅野一色　矢倉沢　

内山　小市　平山

吉岡　上土棚　本蓼川　蓼川　深谷　寺尾　

早川　小園

堀内　一色　長柄　上山口　下山口　木古庭

一之宮　田端　上大曲　下大曲　中瀬　宮山　

岡田　大蔵　小谷　小動　倉見

熊坂　半縄　八菅　八菅山新田　角田　田代　

三増　半原

煤ヶ谷　宮ヶ瀬

国府本郷　国府新宿　寺坂　生沢　虫窪　黒岩　

西ノ久保　大磯宿　東小磯　西小磯　高麗寺

二ノ宮　川匂　山西　一色　中里

五分一

古怒田　鴨沢　雑色　松本　比奈久保　遠藤　

北田　田中　久所　半分形　藤沢　井之口　境　

境別所　岩倉

上大井　西大井　金手　金子　山田　赤田　高尾　
栃窪　柳　篠窪

神山　松田惣領　松田庶子　萱沼　弥靭寺　

中山　土佐原　大寺　宇津茂　虫沢

川村向原　川村岸　川村山北　皆瀬川　

都夫良野　湯触　川西　山市場　神縄　世附　

中川　玄倉谷ヶ　平山

吉田島　牛島　宮ノ台　中之名　円通寺　延沢　
金井島　岡野

仙石原　宮城野　芦野湯

湯本　湯本茶屋　須雲川　畑宿　箱根宿　底倉　
大平台　塔之沢　元箱根

岩　真鶴

福浦　土肥吉浜　土肥鍛治屋　土肥門川　

土肥堀之内　土肥宮上　土肥宮下

上中沢　下中沢　上川尻　下川尻　葉山嶋

青根　鳥屋　青野原　中野　青山　三ヶ木　又野　

太井　上長竹　下長竹　根小屋　三井　小倉

千木良　若柳　寸沢嵐　与瀬　小原宿

吉野宿　沢井　佐野川　小淵　名倉　日連　牧野　

関野宿

©神奈川県立公文書館



現行市町村別旧村一覧（昭和56年2月1日現在）
（注）「新編相模国風土記稿」，「新編武蔵風土記稿」，「旧高旧領取調帳」によった。

市町村名

横浜市

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ヶ
谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

戸塚区

瀬谷区

旧町
村数

15

17

6
6

10

14

17

18

13

14

27

36

39

4

旧郡名

橘樹

橘樹

橘樹

久良岐

久良岐

久良岐

久良岐

鎌倉

橘樹

都筑

都筑

久良岐

久良岐

橘樹

都筑

都筑

鎌倉

鎌倉

旧町村名

駒岡　上末吉　下末吉　鶴見　生麦　獅子ヶ谷　

東寺尾　馬場　北寺尾　市場　菅沢　矢向　

江ヶ崎　小野新田　潮田

神奈川町　青木町　三ッ沢　松本　沢渡　西寺尾　
三枚橋　東子安　西子安　神奈川町耕地　白旗　

片倉　下菅田　神大寺　羽沢　六角橋　新宿

芝生　岡野新田　藤江新田

戸部　尾張屋新田　平沼新田

本郷　北方　横浜　根岸　吉田新田　太田

中村　堀之内　井土ヶ谷　蒔田　下大岡　中里　

弘明寺　別所　永田　引越

宮ヶ谷　金井　宮下　吉原　雑色　松本　関　
上大岡　最戸　久保

上野庭　下野庭　永谷上　永谷中

保土ヶ谷町　上岩間町　下岩間町　上神戸町　

下神戸町　和田　帷子上町　帷子町　下星川　
坂本　仏向

今井　今井新田　川島　上星川　新井新田　
上菅田

市野沢　今宿　鶴ヶ峰新田　白根　小高新田　
岡津新田　本宿　二俣川　三段田　密経新田　

川井　上川井　下川井　坂倉新田　膳部谷　

榛ヶ谷　二又川　川島

氷取沢　滝頭　磯子　岡　森公田　森雑色　

森中原　杉田　峯　中里　矢部野　栗木　田中

社家分　寺分　平分　洲崎　泥亀新田　町屋　
谷津　柴　富岡　宿　坂本　赤井　寺前　野島

矢上　上駒林　中駒林　下駒林　駒ヶ橋　

北綱島　箕輪　小机　南綱島　大曽根　樽　

師岡　大豆戸　菊名　太尾　篠原　岸根　鳥山

新羽　高田　牛久保　山田　茅ヶ崎　勝田　大棚　
大棚下山田　吉田

猿山　中山　榎下　台　青砥　西八朔　十日市場　
北八朔　本郷　川向　東方　折本　大熊　池辺　

佐江戸　恩田　黒須田　上谷本　下谷本　寺山　

鴨居　川和　荏田　上鉄　中鉄　下鉄　市ヶ尾　
石川　奈良　小山　成合　寺家　鴨志田　長津田　
大場　久保

笠間　長沼　上倉田　下倉田　戸塚宿　吉田町　

矢部町　上之　鍛治ヶ谷　中之　小菅ヶ谷　公田　
桂　舞岡　上柏尾　下柏尾　平戸　前山田　
後山田　品濃　秋葉　名瀬　上矢部　中田　和泉　
岡津　上飯田　下飯田　長尾台　飯島　金井　
小雀　田谷　原宿　深谷　汲沢　東俣野　上俣野　
山谷新田

宮沢　阿久和　瀬谷　瀬谷新田

市町村名

川崎市

川崎区

幸区

中原区

高津区

多摩区

横須賀市

平塚市

鎌倉市

藤沢市

小田原市

旧町
村数

15

10

13

28

20

43

56

35

36

93

旧郡名

橘樹

橘樹

橘樹

橘樹

多摩

橘樹

都筑

三浦

淘綾

大住

鎌倉

高座

鎌倉

足柄上

足柄下

旧町村名

小土呂町　砂子町　新宿町　久根崎町　下新田　
渡田　小田　大島　池上新田　堀之内　大師河原　

川中島　稲荷新田　中島　田辺新田

鹿島田　南加瀬　北加瀬　南河原　戸手　小向　

古川　小倉　塚越　下平間

井田　今井　宮内　小杉　上平間　上丸子　

中丸子　苅宿　木月　上小田中　下小田中　
市ノ坪　新城

上菅生　下菅生　五段田　長尾　上作延　下作延　

久地　溝ノ口　二子　久本　末長　平　土橋　

馬絹　有馬　梶ヶ谷　久末　清沢　上野川　

下野川　子母口　明津　蟹ヶ谷　岩川　新作　

坂戸　諏訪河原　北見方

中野嶋

金程　細山　菅　高石　天真寺新田　登戸　

宿河原　堰

万福寺　古沢　黒川　栗木　伍力田　片平　

上麻生　下麻生　早野　王禅寺　岡上

浦ノ郷　芦名　秋谷　佐島　長坂　荻野　林　

大田和　須軽谷　長井　長沢　津久井　武　衣笠　

大矢部　小矢部　岩戸　久里浜　久村　内川新田　

東浦賀　西浦賀　西浦賀分郷　公郷　金谷　深田　

中里　不入斗　上平作　下平作　池上　田浦　
船越新田　長浦　横須賀　逸見　佐野　大津　
走水　鴨居　森崎　佐原　野比

山下　高根　万田　出縄

八幡　田村　四之宮　下島　大神　吉際　馬入　

須賀　豊田本郷　宮下　小嶺　平等寺　大島　
小鍋島　打間木　新土　西海地　城所　上入山瀬　

下入山瀬　矢崎　大畑　丸島　寺田縄　北大縄　

入野　飯島　長持　長持入部　中原上宿　
中原下宿　南原　平塚宿　徳延　平塚新宿　久松　

松延　根坂間　河内　公所　上吉沢　下吉沢　

千須谷　広川　片岡　土屋　南金目　北金目　
大句　馬渡　真田　朝氏

山之内　雪下　大町　小町　扇ヶ谷　二階堂　

西御門　十二所　浄妙寺　材木座　乱橋　長谷　

坂之下　極楽寺　峠　山崎　台　小袋谷　大船　

岩瀬　今泉　城廻　関谷　植木　岡本　上町谷　

寺分　梶原　谷合四ヶ村　常葉　津　腰越　手広　
笛田　山谷新田

藤沢宿　大久保町　坂戸町　稲荷　大庭　石川　
今田　亀井野　西俣野　鵠沼　羽鳥　辻堂　遠藤　

葛原　打戻　獺郷　宮原　用田　円行　菖蒲沢　
下土棚　長後　七ッ木　千束

高谷　小塚　宮ノ前　弥靱寺　大鋸　柄沢　渡内　
片瀬　川名　江島　西　猟師町

下大井　鬼柳　栢山　曽比　上曽我　曽我大沢

新宿町　万町　高梨町　宮前町　本町　中宿町　
山角町　茶畑町　欄干橋町　筋違橋町　代官町　
千度小路　古新宿町　青物町　台宿町　

一町田町　大工町　須藤町　竹花町　
小田原城（侍屋敷）
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〈尺貫法〉

1石＝10斗＝100升＝180．391リットル＝英国制39．6815ガロン＝米国制（液）47．655
ガロン＝米国制（穀）40．952ガロン

重量

〈メートル法〉

1トン＝1000キログラム＝0．98419英トン＝266．667貫

1キログラム＝1000グラム＝2．20462ポンド＝266．7匁

1グラム＝1000ミリグラム＝0．03527オンス＝0．2667匁
〈尺貫法〉

1貫＝1000匁＝3．75キログラム＝8．2673ポンド＝0．0036908英トン＝0．0041337米ト
ン

1斤＝160匁＝0．6キログラム＝1．32277ポンド

特殊単位

米1俵＝60キログラム＝約4斗（玄米）

小麦粉1袋＝25キログラム（紙または布袋）

綿花1俵＝478ポンド＝216．8キログラム

綿糸1梱＝400ポンド＝181．437キログラム

綿糸番手＝1綛（840ヤード）にて重量1ポンドを単位とする。10綛にて1ポンドの
ものを十番手という。その他これに準ず。

生糸1俵＝132．275ポンド＝60キログラム

1ピクル（砂糖・米など）＝60479キログラム＝16．128貫＝100斤＝133．33ポンド

デニール（生糸・人絹繊度）＝長さ450メートルにて重量0．05グラムを単位とする。

羊毛（豪州）1俵＝300ポンド（脂付羊毛重量）

木材1石＝1尺角長さ10尺＝10立方尺，1立方メートル＝3．594石

石油1バーレル＝42米国ガロン＝0．159キロリットル

石油1ドラムカン＝200リットル

石油1カン＝5ガロン＝18リットル

1キロワット＝1000ワット，1キロワットの電力が1時間続くとき，その電力量は

1キロワット時。

1海里＝1．852キロメートル＝0．47157里

ノット＝海里数で示す1時間の船の速力。

1尋（水深）＝1．818メートル＝5．54フィート＝6尺

船舶トン

排水量トン＝軍艦に用い，船の重量を排水量であらわすもので，1トンは海水35
立方フィートの重量。

総トン＝主として商船に用い，船の全容積をあらわすもので，1トンは100立方

フィート（約2．83立方メートル）。

重量トン＝貨物船に用い，1トンは2240ポンド（即ち英トン）。
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度量衡換算表

長さ

〈メートル法〉

1キロメートル＝1000メートル＝0．62137マイル＝0．25463里＝9丁10間

1メートル＝3．28084フィート＝39．370インチ＝3．3尺

1デシメートル＝0．1メートル

1センチメートル＝0．01メートル＝0．3937インチ＝0．33寸

〈ヤード・ポンド法〉

1マイル＝1760ヤード＝1．6093キロメートル＝80チェーン＝14丁45間＝0．4098里

1チェーン＝22ヤード＝20．1168メートル＝66．3854尺

1ヤード＝3フィート＝0．9144メートル＝3．0175尺

1フィート＝12インチ＝0．3048メートル＝1．0058尺

1インチ＝2．5400センチメートル＝0．8382寸

〈尺貫法〉

1里＝36丁＝3．9273キロメートル＝2．4403マイル

1丁＝60間＝0．1091キロメートル＝119．303ヤード

1間＝6尺＝1．8181メートル＝1．9884ヤード＝5．9652フィート

1尺＝10寸＝0．30303メートル＝0．9942フィート＝11．930インチ

面積

〈メートル法〉

1ヘクタール＝100アール＝2．4711エーカー＝1．00833町歩

1平方キロメートル＝1000000平方メートル＝0．38610平方マイル＝100．833町歩

〈ヤード・ポンド法〉

1エーカー＝4840平方ヤード＝40．469アール＝40．806畝

1平方マイル＝640エーカー＝2．5899平方キロメートル＝261．1584町歩

〈尺貫法〉

1町歩＝10反＝99．174アール＝2．4506エーカー

1反＝10畝＝9．9174アール＝0．24506エーカー

1畝＝30歩（坪）＝0．99174アール

1歩＝1坪＝1間平方＝3．30579平方メートル＝3．95369平方ヤード

体積

〈メートル法〉

1リットル＝1000立方センチメートル＝0．26417ガロン＝0．55435升

1立方メートル＝35．315立方フィート＝5．5435石＝35．937立方尺

〈ヤード・ポンド法〉

1ブッシェル＝8ガロン＝英国制36．3677リットル＝2．0161斗＝米国制35．238リッ

トル＝1．9534斗
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あ

と

が

き

神
奈
川
県
史
の

構
成
は
、

次
の

と
お
り
、

資
料
編
・

通
史
編
・

各
論
編
・

別
編
の

合
計
三

十
六
巻
（
三

十
八
冊
）
で
あ
る
。

－
資

料

編
－

1

古

代
・

中
世（1
）古
代
〜
建
治

2

古

代
・

中
世（2
）弘
安
〜
鎌
倉
末

3

古

代
・

中
世（3

上
）建
武
〜
永
享

3

古

代
・

中
世（3

下
）嘉
吉
〜
天
正

4

近

世（1

）藩
領1

5

近

世（2

）藩
領2

6

近

世（3

）幕
領1

7

近

世（4

）幕
領2

8

近
世（5

上
）旗
本
領
・

寺
社
領1

8

近
世（5

下
）旗
本
領
・

寺
社
領2

9

近

世（6

）交
通
・

産
業

10

近

世（7

）海
防
・

開
国

11

近

代
・

現

代（1

）政
治
・

行
政1

12

近

代
・

現

代（2

）政
治
・

行
政2

13

近

代
・

現
代（3

）社

会

14

近

代
・

現

代（4

）文

化

15

近

代
・

現

代（5

）渉

外

16
近
代
・

現

代（6

）財
政
・

金
融

17

近

代
・

現

代（7

）近
代
の

生
産

18

近

代
・

現

代（8

）近
代
の

流
通

19

近

代
・

現

代（9

）現
代
の

経
済

20

考

古

資

料

21

統

計

－
通

史

編
－

1

原
始
・

古

代
・

中
世

2

近

世
（1

）

3

近

世（2

）

4

近

代
・

現

代（1

）政
治
・

行

政1

5

近

代
・

現
代（2

）政
治
・

行

政2

6

近

代
・

現

代（3

）産
業
・

経

済1

7

近

代
・

現
代（4

）産
業
・

経

済2

－
各

論

編
－

1

政
治
・

行
政

2

産
業
・

経
済

3

文

化

4

自

然

5

民

俗

－
別

編
－

1

人

物

2

資
料
所
在
目
録

3

年

表

本
巻
は
、

こ

の

う
ち
、

通
史
編
の

第
六
巻
近
代
・

現
代
（3
）
産
業
・

経
済1

で

あ
る
。

本
巻
の

発
行
に

あ
た
っ

て
は
、

竹
内
理
三

総
括
監
修
者
の

も
と
に
、

監
修
・

編
集
・

執
筆
に

は
、

安
藤
良
雄
主
任
執
筆
委
員
、

編
集
・

執
筆
に

は
、

寺
谷
武
明
・

丹
羽
邦
男
・

林
健
久
・

三

和
良
一

・

山
本
弘
文
各
執
筆
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
た
ら
れ
、

以
上
の

委
員
の

ほ
か
小
林
謙
一

・

原
司
郎
・

原

田
勝
正
の

諸
氏
に

執
筆
を
お
願
い

し
た
。

以
上
の

方
々

に

対
し
、

こ

こ

に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。
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本
巻
に

は
、

す
で

に

発
行
し
た
神
奈
川
県
史
の

各
資
料
編
に

収
録
し
た
資
料
は
も
と
よ
り
、

こ

れ
ま
で

県
史
編
集
室
で

長
年
に

わ
た
っ

て

調
査
・

収
集
し
て

き
た
多
く
の

資
料
を
利
用
し
、

さ
ら
に

新
た
に

提
供
し
て
い

た
だ
い

た
資
料
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い

た
。

こ

れ
ら
関
係
各
位
の

御
協
力

に

対
し
て

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、

部
落
差
別
問
題
（
同
和
問
題
）
に
つ

い

て
の

本
県
の

基
本
方
針
は
次
の

と
お
り
で

あ
り
、

本
県
史
の

編
集
も
こ

の

方
針
に

沿
っ

て

編
集
し

た
も
の

で

あ
る
こ

と
を
付
言
し
た
い
。

同
和
問
題
は
、

日

本
の

歴
史
の

過
程
で

人
為
的
に

つ

く
ら
れ
た
も
の

で

あ
る
。

江
戸
幕
府
は
、

封
建
的
身
分
制
度
と
し
て
、

士
・

農
・

工
・

商

と
さ
ら
に

そ
の

下
の

身
分
を
つ

く
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
身
分
差
別
に

基
づ

い

て
日

本
国
民
の
一

部
の

人
び
と
が
社
会
的
、

経
済
的
、

文
化
的
に

低

い

状
態
に

お
か
れ
現
代
の

社
会
で

も
著
し
く
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い

る
。

し
か
し
、

世
間
の
一

部
の

人
び
と
の

間
で

は
、

同
和
問
題
は
過

去
の

問
題
で

あ
っ

て
、

今
日
の

民
主
化
、

近
代
化
が
進
ん
だ
わ
が
国
に

は
も
は
や

存
在
し
な
い

と
い

う
考
え
方
が
あ
る
が
、

同
和
問
題
は
結
婚
差

別
な
ど
に

見
ら
れ
る
よ
う
に

厳
然
た
る

事
実
と
し
て

存
在
し
、

日
本
国
民
の

だ
れ
に

も
等
し
く
保
障
さ
れ
て
い

る
市
民
的
権
利
と
自
由
が
、

完
全

に

保
障
さ
れ
て
い

な
い

と
い

う
最
も
深
刻
に

し
て

重
大
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い

る
。

こ

の

問
題
の

解
決
を
め
ざ
し
て
、

県
で
は
「
こ

れ
を
未
解
決
の

ま
ま
放
置
し
て
お
く
こ

と
は
断
じ
て

許
さ
れ
な
い

こ

と
で

あ
り
、

そ
の

早
急
な

解
決
こ

そ
行
政
の

責
任
で

あ
っ

て
、

同
時
に

国
民
的
課
題
で

あ
る
。

」
と
の

基
本
的
認
識
の

も
と
に
、

同
和
対
策
を
、

新
神
奈
川
計
画
に

盛
り
込

み
、

県
の

重
要
施
策
と
し
て

位
置
づ

け
、

関
係
市
町
と
協
力
し
、

各
種
の

事
業
を
行
っ

て
い

る
と
こ

ろ
で

あ
る
。

昭
和
五
十
六
年
三

月

神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集
室
長
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主
な
関
係
者
名
簿

神
奈
川
県
史
編
集
懇
談
会
会
員
（
順
不
同

）
昭
和
五
十
六
年
二

月
一

日
現
在

長
洲

一

二

　
神
奈
川
県
知
事
（
会
長
）

石
井

孝

　
津
田
塾
大
学
教
授

上
野

豊

　
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

小
串

靖
夫

　
神
奈
川
県
中
央
会
・

信
連
・

経
済
連
・

共
済
連
会
長

呉

文
炳

　
元
日

本
大
学
総
長

清
水

末
雄

　
神
奈
川
新
聞
社
会
長

高
村

象
平

　
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授

永
田

衡
吉

　
芸
能
史
家

脇
村
義
太
郎

　
東
京
大
学
名
誉
教
授

岩
本

直
通

　
神
奈
川
県
議
会
議
長

中
井

一

郎

　
神
奈
川
県
市
長
会
会
長

柳
川

賢
二

　
神
奈
川
県
町
村
会
会
長

神
奈
川
県
史
編
集
委
員
会
委
員
（
順
不
同

）
昭
和
五
十
六
年
三
月
一

日
現
在

委
員
長

　
知

事

　
長
洲

一

二

副
委
員
長
　
副
知
事

　
湯
沢

信
治

副
委
員
長
　
県
史
総
括
監
修
者
兼
主
任
執
筆
委
員

　
竹
内

理
三

委

員

　
県
史
主
任
執
筆
委
員

　
大
久
保
利
謙

〃

　
〃

　
児
玉

幸
多

〃

　
〃

　
安
藤

良
雄

〃

　
県
総
務
部
長

　
八
木

敏
行

〃

　
県
県
民
部
長

　
高
瀬

孝
夫

〃

　
県
教
育
長

　
阿
部

治
夫

〃

　
県
立
図
書
館
長

　
堀
池

慶
一

〃

　
県
立
川
崎
図
書
館
長

　
楢
原

良
彦

〃

　
県
立
博
物
館
長

　
戸
栗

栄
次

〃

　
県
県
民
部
参
事
兼
県
史
編
集
室
長

　
島
田
昭
一

郎

顧

問

　
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　
坂
本

太
郎

神
奈
川
県
史
執
筆
委
員
（
五
十
音
順

）

　
昭
和
五
十
六
年
二

月
一

日
現
在

原
始
・

古
代
及
び
中
世

赤
星

直
忠

　
元
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

岡
本

勇

　
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

○
竹
内

理
三

　
元
東
京
大
学
教
授
（
県
史
総
括
監
修
者
）

貫

達
人

　
青
山
学
院
大
学
教
授

百
瀬
今
朝
雄

　
東
京
大
学
教
授
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近

世
青
木
美
智
男

　
日
本
福
祉
大
学
助
教
授

川
名

登

　
千
葉
経
済
短
期
大
学
教
授

神
崎

彰
利

　
明
治
大
学
講
師

木
村

礎

　
明
治
大
学
教
授

○
児
玉

幸
多

　
学
習
院
大
学
名
誉
教
授

近
代
及
び
現
代
（
政
治
・

社
会
・

文
化
担
当
）

今
井

庄
次

　
東
京
外
国
語
大
学
教
授

江
村

栄
一

　
法
政
大
学
教
授

○
大
久
保
利
謙

　
元
立
教
大
学
教
授

金
原

左
門

　
中
央
大
学
教
授

山
口

修

　
聖
心
女
子
大
学
教
授

近
代
及
び
現
代
（
産
業
・

経
済
担
当
）

○
安
藤

良
雄

　
東
京
大
学
名
誉
教
授

腰
原

久
雄

　
横
浜
国
立
大
学
助
教
授

寺
谷

武
明

　
横
浜
市
立
大
学
教
授

丹
羽

邦
男

　
神
奈
川
大
学
教
授

林

健
久

　
東
京
大
学
教
授

三
和

良
一

　
青
山
学
院
大
学
教
授

山
本

弘
文

　
法
政
大
学
教
授

○
印
は
、

各
時
代
担
当
の

県
史
主
任
執
筆
委
員
を
示
す
。

神
奈
川
県
史
編
集
参
与
（
五
十
音
順

）

　
昭
和
五
十
六
年
二

月
一

日
現
在

秋
本

益
利

　
横
浜
市
立
大
学
教
授

浅
香

幸
雄

　
専
修
大
学
教
授

大
岡

実

　
日

本
大
学
教
授

大
藤

時
彦

　
成
城
大
学
名
誉
教
授

小
出

義
治

　
神
奈
川
歯
科
大
学
助
教
授

酒
井

恒

　
東
京
家
政
学
院
大
学
教
授

佐
野

大
和

　
国
学
院
大
学
教
授

玉
村

竹
二

　
元
東
京
大
学
教
授

辻

達
也

　
横
浜
市
立
大
学
教
授

長
倉

保

　
神
奈
川
大
学
教
授

服
部

一

馬

　
横
浜
市
立
大
学
教
授

藤
田

経
世

　
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授

本
阿
弥
宗
景

　
元
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

見
上

敬
三

　
横
浜
国
立
大
学
教
授

三
上

次
男

　
青
山
学
院
大
学
教
授

宮
脇

昭

　
横
浜
国
立
大
学
教
授

森

栄
一

　
元
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

山
中

裕

　
東
京
大
学
教
授

吉
川

逸
治

　
東
京
大
学
名
誉
教
授
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神
奈
川
県
史
通
史
編6

近
代
・

現
代（3

）

第29

回
発
行

昭
和56

年3

月10

日
印
刷

昭
和56

年3

月25

日
発
行

非
売
品

編
集
　
神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集
室

発
行
　
神
奈
川
県

横
浜
市
中
区
日

本
大
通1

印
刷
　
大
日
本
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
新
宿
区
市
谷
加
賀
町1

丁
目12

番
地
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